
 

        

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年７月２０日６・７月号合併号 

 町田市立山崎中学校 

      校 長 栗原 建次   

  〒195-0074 町田市山崎町1445   

TEL 042－793－1021  

http://www.machida-tky.ed.jp/j-yamaｓaki/    

「Daily Yamasaki」毎日更新中 

 

「夏休みを有意義に過ごすために」 

    ～やればできる。視野を広げ、深める。～ 

                   校長 栗原 建次 

 本日、1学期の終業式を迎え、明日から夏休みに入ります。 

生徒の皆さんは、もう既に、夏休みをどのように過ごすのか目的や計画は決まっているでしょう

か。 

夏休みの期間のどんな点が普段の生活と違うのでしょうか。 

生活の中心が、学校生活から家庭生活に代わることになります。朝起きて遅刻せず学校に通学し

なくてよくなります。時間の使い方も、1時間目、2時間目というような決められた時間で行動し

なくても構いません。人との関わりも家族との交流が中心で、集団生活での人との関わりも少なく

なります。時間や人との関わりを気にせず自分のペースで生活する機会が増えていくことは夏休み

の魅力でもあります。 

一方、生徒の皆さんに気を付けて欲しいのは、朝起きるのが昼近くになってしまったり、昼夜逆

転の生活で健康を損ねてしまったりなど、「何もせずに40日間を過ごしてしまった」と後悔の残

る期間にはして欲しくありません。 

そこで、本日は、夏休みを有意義に過ごすために「やればできる。視野を広げ、深める」夏休み

にして欲しいと思い2つのお話しをします。 

まず1つ目は「やればできる」についてです。 

生徒の皆さんは「やればできる」という言葉をどのように受け止め理解しているでしょうか。私

は、「やればできる」真の意味は、成功を目指すことだけではなく、何に対しても挑戦し、失敗し

ても必ず自分が成長できることと受け止めています。 

生徒の皆さんも成功だけではなく、自身の成長を目指す言葉と理解し挑戦することに価値がある

と受け止めてください。 

「やればできる」は、「やれば成長できる」という意味で、成功だけが大切なのではなく、自身の 

挑戦する姿勢が大切なのです。失敗しても構いません。失敗しても挑戦を続けていると成功できる

可能性を増すことができる。生徒の皆さんには「やればできる」を体感できる夏休みにして欲しい 

と願っています。 

2つ目は、視野を広げ、深める夏休みにして欲しいと思います。 

夏休みの期間には、終戦の日（1945・昭和20年8月15日第二次世界大戦終結）やお盆（8月1

3日～16日。家族や一族が集まり、ご先祖様や故人を偲び供養する行事）など、平和の大切さ命の

尊さを振り返り、平和な未来を願い、創造を誓う行事や風習が毎年巡ってきます。 

現在、世界状況に関する報道で、ウクライナ・ロシア戦争はじめ、紛争や暴力等、人を苦しめる 
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「１学期を振り返える」 

                     校長 栗原 建次 

 

７月に入り、１学期の終業式まで２週間程となりました。新学年に進級、中学校に入学した最

初の学期が間もなく終了です。本日は２つのことをお話しします。 

１つ目は、昨年末に、２年生、３年生の皆さんに、物事が終わる節目に大切にして欲しいこと

として、「あとみよそわか」という言葉についてお話ししました。この機会に、１年生にも紹介

しながら、１学期の終了する節目に大切にして欲しいことを全校生徒で共有したいと思います。 

「あとみよそわか」という言葉は、明治時代に活躍した幸田露伴（こうだろはん）という小説

家が、娘の幸田文（こうだあや）さんにいつも言っていたという言葉で、「あとみよ」というの

は「後をみなさい」ということで、「そわか」は古いインドの言葉で「成し遂げる」といった意

味をもっています。 

例えとしてお話ししたことは、掃除が終わって「もういいな」と思っても「あとみよそわか」

と唱えて、もう一度あとをふり返って見直してみなさいということで、掃除のやり残しがないか

を、ただ確かめるということだけではなく、「自分の行いには最後まで責任をもちなさい」とい

う意味があることをお話ししました。 

１学期の終了式を迎えるまでの期間に、生徒の皆さん１人１人に、「あとみやそわか」と心に

唱え、やってきたことを確かめて欲しいと思います。 

人は誰でも失敗する中で、「よりよくなりたい」という願いを持っていると思うのです。そし

て、自身を見つめ反省し、改善のための努力をして行動する人に、今以上に向上することが期待

できるものだと思います。 

そのままにしておいては何も変わりません。教科や授業の学習面、部活動や委員会での友達と

の協力、活動への前向きさ、皆が安全・安心に生活するために山崎中学校の「５つの大切・心

得」を大切にしてきたか等、振り返る視点は様々あります。 

また、考えを始める優先順位は、自分自身が目標としてきたことに、まずは着目して「あとみ 

 

多くの情報に触れる機会が多くあります。一方で、SDGs「持続可能な社会」を目指す取り組みに

ついても紹介されています。 

SDGsの取り組みは、「誰一人として取り残さない」を原則により良い世界にするために2030

年迄に達成すべき１７の目標を設定しています。その中の目標16では「平和と公正を全ての人に」

を掲げ、世界中から犯罪や紛争をなくし、子どもたちが暴力におびえず安全に暮らせる環境を目指

しています。生徒の皆さんには、夏休みに一人一人が興味・関心を持つことはもちろん、視野を広

げ、「戦争」「平和」「命」「SDGs」等についても考えを広げ、深める機会にして欲しいと思い

ます。 

さて、全校生徒に共通する約４０日間の夏休みが明日から始まります。一人一人、取り組みは異

なることでしょう。２学期の始業式に、生徒の皆さんが「やればできるの体験」と、「視野を広げ

・深めた学び」を持ち寄り、全校生徒、教職員で再会できることを願っています。くれぐれも、熱

中症予防を心掛け、健康・安全に気を付けてください。そして、有意義な夏休みを自らつくり過ご

してください。 

「1学期終業式・校長講話」より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つながることの心地よさ」 

    ～ チームワークこそ夢を叶える ～ 

                     校長 栗原 建次 

6月を迎え、いよいよ体育祭が目前に迫ってきました。 

今年度のスローガンは、「有終完美」～起こせ革命、刻め白歴史～と聞いています。 

スローガンの「有終完美」から、何事も終わりが肝心である。最後まで立派に体育祭をやり遂げ

るという生徒の皆さんの決意を感じました。スローガンを全校生徒・教職員で共有し、「白歴

史」=輝かしい過去。言い換えれば、忘れられないよき思い出になるよう、残り一週間取り組んで

いきましょう 

  

本日の朝礼では、週末に控えた体育祭が全校生徒の皆さんにとって、終了後に「楽しかった」

「とても充実していた」と感じることができるよう2つのアドバイスをいたします。 

1つ目は、優勝を目指すと共に、「仲間を支える気持ち」「協力・団結」「競技を、体育祭を、

正々堂々と楽しむ気持ち」を大切にして欲しいということです。 

私は、保健体育の教員をしていたので、今まで多くの体育祭を見てきましたが、その中でのエ

ピソードです。 

 あるクラスで、全員参加の大縄跳びの練習をしているときに、どうしても誰かが縄に引っかか

ってしまって、友人同士で、ついひっかかった人を責めてしまったりして、クラスの雰囲気が悪 

くなってしまう様子を見ることがありました。 

 

 

 

 

よそわか」と心の中で唱え、振り返りをして欲しいと思います。きっと、これから夏休みにかけ、

自身が取り組む課題が見えてくると思います。 

２つ目は、夏休みの期間に、本校では、教育相談の期間を設けています。この教育相談をどのよ

うに生かすかのアドバイスです。 

教育相談では、保護者・先生・生徒の皆さんと３者で１学期の学校生活と今後の生活のあり方に

ついて話し合う、皆さんがさらにより良く成長していくための作戦会議と思ってください。 

先生・保護者の方に何を言われるかと心配してしまうかもしれませんが、自身が取り組んだこと

やその中でのやり遂げたことや失敗、これからどうしていこうとしているか、自分自身の考え 

や思いを自ら伝えられるとよいと思います。なぜなら、先生や保護者の皆さんは「生徒の皆さんの

考えや思いを尊重して、よりよく成長していくことを支えていきたい」と願っているからからで

す。自らが考えたことをまず初めに伝えることのできるよう頑張ってください。 

伝える内容は、在籍している学年によって異なる点もあると思います。１年生は中学校生活に慣

れて良いスタートが切れたかどうか。２年生は中堅学年としてリーダーシップが発揮できている

か。３年生は、進路に向けた自分思いについて等、伝えてみてはどうでしょうか。 

また、目の前のこと、少し先のことに分けて自身の考えをまとめることも相手に伝わりやすいと思

います。 

担任の先生の立場、保護者の立場、自分とは違った立場の人の助言は、多角的に自身を見つめる

には大切なアドバイスになります。１学期を振り返り、さらに１人１人の成長に結び付けていきま

しょう。 

「７月全校朝礼・校長講話」より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのとき、ある生徒が「いっぱい失敗してごめんなさい。みんなの優勝したい気持ちはすごい

と思うし、私もそのメンバーの一人でいたいと思うけど、私は、皆と体育祭に出られるだけで、

本当にうれしい。」と発言することがありました。 

ある生徒は、昨年まで思うように学校に来ることができていないけれど、クラスの一員になろ

うと必死な思いで大縄跳びに挑んでいたのだと察し、生徒の心の言葉に、クラスメートと体育の

教員として近くで聞いていた私の心に染み渡るようでした。 

 この言葉から、体育祭では、クラスの優勝を目指すことも大切だけれども、それだけでは足り

ない。失敗した仲間を支え、怪我をしている友人に配慮しながらも、「仲間を支える気持ち」

「協力・団結を目指し」「競技を、体育祭を、正々堂々と楽しむ気持ち」を持つことも、クラス

の優勝を目指すと同時に大切にしなくてはと感じたのです。優勝を目指すとともに、仲間と協力

・団結した楽しむ心を大切にして取り組んで欲しいと思います。 

2つ目は、体育祭当日の温かな光景と言葉の大切さについてです。 

私の思い出に残っている体育祭の光景に、３年生が競技の前に円陣を組んで「絶対優勝」「オ

ー」と気合を入れたり、学年種目の競技の最中、「おしい、おしい」「もう一回頑張ろう」「大

丈夫、大丈夫」とクラスの仲間を励ましたりする光景があります。 

そして、その様子を見ていた２年生が３年生と同じように気合を入れたり、仲間を励ます声を

かけあったりしはじめました。その後、１年生の励ましあう声も大きくなっていきました。 

その光景から、３年生が、どうしたらクラスの仲間がつながることができるのか、その方法を

後輩に教えてくれているように感じました。先輩がお手本を示し、その後ろ姿に後輩がついてい

く。「仲間とつながることの心地よさ」が伝染していく。とても素晴らしいと感じた光景でし

た。 

仲間とつながることの心地よさを知ることができる機会は、そう多くはありません。だからこ

そ、体育祭で、生徒の皆さんにはそれを味わって欲しいと強く思います。うまくいかなくなった

とき、誰かが「大丈夫。頑張ろう。」と言ってくれたら支えになりますし、その言葉かけに「そ

うしよう。」と言える人にもなって欲しいと思います。 

また、クラスの団結のために、仲間をつなげようとリーダーシップを発揮して、頑張ってくれる

人に「ありがとう」と言葉を返すことも大切にして欲しいです。 

 そして、次は、自分から、仲間をつなぐ前向きな言葉かけができる人になって欲しいと思いま

す。山崎中の生徒の皆さんならできるはずです。 

本日は、スローガンにある「有終完美」を目指し、体育祭が全校生徒の皆さんにとって「楽し

かった」「とても充実していた」と思える機会になるよう校長よりアドバイスしました。 

優勝を目指すと同時に、楽しむ気持ちを持ち、体育祭での温かな光景をお互い感じることができ

るよう、言葉を大切さして取り組んで欲しいと思います。 

 練習の機会は限りがありますが、全校生徒で協力し合い、体育祭を成功させていきましょう。 

「6月全校朝礼・校長講話」より 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆９月の主な予定☆彡 
 
日 

 
月 

 
火 

 
水 

 
木 

 
金 

 
土 

8/27 
 

8/28 
 

8/29 
 

8/30 
 

8/31 
夏季休業日終 

9/1  
始業式 
引取訓練 
（１１：１５～） 
安全指導 

2 
 

3 4 
給食始 
あいさつ 
キャンペーン 

5 
あいさつ 
キャンペーン 

6 
あいさつ 
キャンペーン 

7 
あいさつ 
キャンペーン 
2 年 GTEK 

8 
あいさつ 
キャンペーン 
生徒会役員選挙 

9 
 

10 11   
学校公開日 

12 
学校公開日 
生徒会朝礼 

13  
4 時間授業 
学校公開日 
小中合同研修会 
（七国山小） 

14 
学校公開日 
後期一斉委員会 
 

15 
学校公開日 
中央委員会 
通学区域保
護者説明会 

16 
4 時間授業 
学校公開日 
土曜授業 
通学区域保
護者説明会 
③④セーフ
ティ教室 

17 18 
敬老の日 
 

19 
生徒会朝礼 
体力テスト 

20 
道徳授業地
区公開講座 

21 22 
 

23 
秋分の日 

24 25★中間考
査日程の変更
のため 
給食なし 

26 
中間考査 
給食なし 

27 
中間考査 
給食なし 

28 
議案書討議 
8 組福祉体験 

29 
1 年校外学習 
2 年福祉体験 

30 
 

➡ 25日に給食を申し込まれる場合は、お手数ですが各ご家庭で【9月13日（水）14時までに】お申し込

みをしていただきますようお願いいたします 

 

●引き渡し訓練日程変更 

時間割変更の都合から、9月4日（月）に予定されていた引き渡し訓練を1日（金）11：45～11：

50に変更いたしました。詳細は、先日配布いたしました「引き渡し訓練日程変更のお知らせ」に掲

載しております。ご迷惑をおかけいたしますが、ご確認のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

 

●未来塾実施について 

7月25日（火）と26日（水）の９：００～１１：００に未来塾を開きます。夏休みの学習教室と同

時に行いますので、未来塾参加申し込みをしている皆さんは、ぜひ参加をしてください。場所は、1

年生が「第2理科室」2年生が「第1理科室」です。服装は、標準服、体操着またはジャージ。持ち

物は、「自習道具（教科書やワーク、宿題など勉強したいものを持参）」 

   

◎保護者の皆様へ◎ 

 本日無事1学期が終了いたしました。保護者の皆様には、いつも学校の教育活動にご理解とご協力を

いただき、様々な場面において支えていただきましたこと心より感謝申し上げます。 

制限のあった生活から、少しずつ解放されて様々な活動を行うことができるようになった1学期、子

どもたちの多くの笑顔と成長の姿を見ることができたことをうれしく思っております。 

夏休みは、いつもより時間のやりくりができる時だと思いますので、計画的に有意義な時間を過ごし

て欲しいと思います。また、病気やケガとともに事故も増える季節です。近隣には鶴見川があります

が、以前死亡事故もあったことが心配されていますので、水辺での活動にも十分注意をしてください。

 健康に気を付けて、充実した良い夏休みを過ごせますように願っています。 

お知らせ 


